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を

公
開
中

　
第
１
回
定
例
月
会
議
は
主
に
新
年
度
予
算
案
な
ど
を
審
査
す
る

議
会
で
す
。
施
政
方
針
に
対
し
桑
原
昌
之
議
員
が
代
表
質
問
を
、

古
木
勝
久
議
員
、
田
中
め
ぐ
み
議
員
、
原
聡
議
員
が
一
般
質
問

を
、
今
号
で
は
、
そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和７年３月
第１回定例月会議

■
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安

心
、
安
全
に
笑
顔
で
毎
日
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
市
政
を

　
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え

た
令
和
７
年
度
当
初
予
算
は

「
ふ
る
さ
と
秦
野
の
輝
く
未

来
に
向
け
て
挑
み
続
け
る
予

算
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
私
た
ち
「
と
も
に
つ
く
る

秦
野
」
は
、
「
新
東
名
高
速

道
路
の
全
線
開
通
や
秦
野
丹

沢
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
開
設

を
目
前
に
、
ま
ち
の
活
力
創

出
に
向
け
た
投
資
」
も
重
要

で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
混
迷
の

続
く
世
界
情
勢
、
物
価
高

騰
、
大
災
害
へ
の
不
安
が
日

に
日
に
増
し
て
お
り
、
市
民

生
活
第
一
の
視
点
か
ら

「
日
々
の
暮
ら
し
に
直
結
す

る
災
害
対
策
や
老
朽
化
す
る

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
教
育
、

福
祉
、
農
業
等
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
安
心
、
安
全
に
笑

顔
で
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
事
業
」
に
こ
そ
積
極
果

敢
に
投
資
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
、
「
第
１
号
議

案
令
和
７
年
度
秦
野
市
一
般

会
計
予
算
を
定
め
る
こ
と
」

に
は
反
対
し
た
。

　
そ
の
他
、
「
羽
根
森
林
資

源
活
用
拠
点
づ
く
り
（
仮

称
）
」
に
つ
い
て
は
操
業
後

の
20
年
間
で
約
１
８
５
億
円

の
効
果
を
見
込
む
算
定
根
拠

が
不
確
実
で
あ
り
、
最
大
15

億
円
を
投
じ
て
わ
ざ
わ
ざ
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
拠

点
を
つ
く
る
の
は
不
要
不
急

の
事
業
で
あ
り
見
直
し
を
要

望
。
市
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る

学
校
給
食
で
は
、
全
児
童
生

徒
に
よ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
「
学
校
給
食
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
実
施
を
提
案
。

「
広
報
広
聴
規
則
」
に
基
づ

き
「
広
報
は
だ
の
」
を
市
内

全
区
域
・
全
世
帯
に
配
布
す

る
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
の
声

が
し
っ
か
り
と
市
政
に
反
映

さ
れ
る
広
聴
の
改
善
を
求
め

る
な
ど
、
施
政
方
針
に
対
し

て
多
岐
に
渡
っ
て
要
望
を

行
っ
た
。

■
介
護
人
材
の
確
保
と

介
護
崩
壊
の
未
然
防
止
を

　
物
価
の
高
騰
が
続
く
中
、

訪
問
介
護
の
介
護
報
酬
引
き

下
げ
、
介
護
の
人
材
不
足
、

要
介
護
者
の
増
加
等
で
、
今

後
の
介
護
事
業
の
運
営
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
く
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
10
年
後
の

２
０
３
５
年
に
は
団
塊
世
代

が
全
員
85
歳
を
超
え
、
重
度

の
要
介
護
高
齢
者
が
激
増
す

る
。
大
胆
な
政
策
転
換
で
、

介
護
人
材
を
確
保
す
べ
き
で

あ
る
。
本
市
は
介
護
福
祉
の

課
題
を
的
確
に
捉
え
て
、
早

急
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ

と
提
案
し
た
。

■
地
震
の
痕
跡
・
震
生
湖
の

計
画
的
な
保
存
を

　
震
生
湖
周
辺
は
中
井
町
側

に
比
べ
、
秦
野
市
側
の
遊
歩

道
は
土
砂
崩
れ
、
木
の
根
上

が
り
の
危
険
個
所
が
非
常
に

多
い
。
令
和
５
年
と
６
年
に

同
じ
場
所
で
崩
落
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
原
因
が
調
査
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
改
修
し
て
い
く
の
か
と

の
質
問
に
、
工
法
を
含
め
て

計
画
的
に
進
め
て
い
く
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
震
生
湖
は

地
震
の
痕
跡
で
あ
る
。
防
災

や
減
災
を
意
識
し
な
が
ら
、

百
年
後
に
つ
な
が
る
保
存
計

画
の
策
定
を
提
案
し
た
。

■
不
適
切
な
図
書
館
の
管
理

運
営
に
つ
い
て

　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

す
た
め
に
業
務
委
託
が
ス

タ
ー
ト
し
て
足
掛
け
19
年
。

現
在
、
図
書
の
配
架
や
蔵
書

の
管
理
、
人
員
配
置
、
業
務

委
託
等
で
は
不
適
切
な
状
態

が
続
い
て
い
る
。
答
弁
で
は

「
直
面
す
る
課
題
に
対
し

て
、
事
務
量
の
増
減
を
反
映

し
た
人
員
配
置
や
組
織
体
制

な
ど
の
問
題
点
を
洗
い
出

し
、
適
切
な
組
織
体
制
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
い
う
回

答
が
あ
っ
た
。
図
書
館
の
管

理
運
営
と
業
務
委
託
で
は

様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
問
題
点
を
総
点
検

し
て
改
善
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
要
望
し
た
。

■
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
の
保
全
に
つ
い
て

①
教
育
施
設

　
令
和
６
年
度
予
算
編
成
の

過
程
で
各
学
校
か
ら
提
出
さ

れ
た
営
繕
要
望
の
中
で
、
対

応
も
し
く
は
対
応
予
定
の
割

合
は
約
26
％
で
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
の
安
全
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
印
象
を
受
け
て
い

る
。
公
共
施
設
保
全
計
画
分

の
予
算
が
削
ら
れ
、
他
市
と

比
較
し
て
も
担
当
課
の
人
員

が
少
な
い
。
必
要
な
予
算
と

人
員
配
置
を
要
望
し
た
。

②
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
公
園

　
市
民
か
ら
落
枝
や
遊
具
が

直
ら
な
い
等
相
談
を
受
け
て

い
る
。
道
路
施
設
や
公
園
の

維
持
補
修
予
算
は
、
担
当
課

要
望
に
対
し
て
お
お
む
ね
マ

イ
ナ
ス
で
あ
る
。
市
民
要
望

の
件
数
が
年
々
増
加
し
職
員

負
担
が
増
え
て
い
る
。
同
じ

予
算
で
も
物
価
高
騰
に
よ
り

工
事
範
囲
は
縮
小
す
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
副
市
長
は

必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
い

る
と
答
弁
し
た
。
新
事
業
も

重
要
だ
が
市
民
の
安
心
・
安

全
は
最
優
先
事
項
で
あ
る
。

■
地
域
の
防
災
に
つ
い
て

　
【
事
前
復
興
計
画
】
に
つ

い
て
提
案
し
た
。
災
害
の
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
予
め
定
め

る
こ
と
で
災
害
関
連
死
を
減

ら
す
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え

る
。
市
民
に
と
っ
て
自
分
が

住
む
場
所
の
安
全
を
深
く
知

る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
今
後

も
検
討
を
要
望
し
た
。

■
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と

組
織
体
制
に
つ
い
て

　
に
ぎ
わ
い
創
造
の
観
点
か

ら
、
市
役
所
庁
舎
を
県
道
７

０
５
号
周
辺
に
移
転
さ
せ
、 

多
世
代
交
流
拠
点
を
再
編
時

本
町
小
学
校
に
整
備
し
、
担

当
課
の
所
管
を
都
市
部
に
移

す
こ
と
を
提
案
し
た
。
市
庁

舎
移
転
は
、
多
世
代
施
設
予

定
地
で
は
面
積
が
難
し
い
こ

と
や
担
当
課
は
全
庁
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
答
弁
が

あ
っ
た
。
新
年
度
用
地
買
収

が
始
ま
る
。
今
後
も
地
元
議

員
と
し
て
注
視
し
て
い
く
。
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■
２
年
以
上
実
施
し
て
い
な

い
中
学
校
給
食
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て

　
こ
の
事
業
は
『
食
育
』
の

輪
を
生
徒
・
保
護
者
に
広

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
・
地

域
・
文
化
・
歴
史
を
つ
な

ぎ
、
更
な
る
育
み
を
与
え

る
。
子
ど
も
の
声
を
聴
く
こ

と
は
主
権
者
教
育
へ
の
大
切

な
肥
や
し
で
あ
る
。

　
答
弁
で
は
現
場
で
栄
養
士

が
生
徒
の
生
の
声
を
聞
い
て

い
る
と
の
事
で
す
が
一
部
の

声
を
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば

『
自
殺
』
や
不
登
校
な
ど
で

は
家
庭
で
の
食
生
活
の
シ
グ

ナ
ル
も
重
要
で
あ
り
、
学
校

評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
は
全
生

徒
・
保
護
者
か
ら
の
声
を
聴

い
て
公
開
し
て
い
る
の
で
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
是
正
を
求
め
て
い
く
。

■
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
移

住
施
策
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
２
月
時
点
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
４
７
人
、

受
け
入
れ
農
家
は
14
軒
と
の

事
で
あ
る
。
ま
た
市
民
へ
の

周
知
は
秦
野
市
役
所
公
式
Ｈ

Ｐ
や
、
は
だ
の
市
民
農
業

塾
・
フ
ル
ラ
イ
フ
は
だ
の
で

の
説
明
会
等
と
の
事
で
あ

る
。
農
家
の
仕
事
場
は
個
人

の
敷
地
内
で
あ
り
、
行
政
が

間
に
入
る
こ
の
事
業
は
安
全

性
が
高
い
こ
と
、
更
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援

セ
ン
タ
ー
の
広
報
に
よ
れ

ば
、
移
住
に
伴
う
『
農
』
は

少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
り
、

昨
年
度
の
当
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
移
住
先
の
第
１
位
は
群

馬
県
で
あ
っ
た
。
秦
野
市
を

体
感
で
き
る
事
業
で
あ
る
の

で
移
住
施
策
と
紐
づ
け
す
る

事
を
要
望
し
た
。

　
定
例
月
会
議
閉
会
後
、
ト

ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
『
令
和
の

百
姓
一
揆
』
に
参
加
し
た
。

渋
谷
・
原
宿
で
昨
今
の
地
域

の
離
農
の
窮
状
を
訴
え
て
き

た
。
農
は
市
民
の
食
卓
・
家

庭
・
命
と
つ
な
が
っ
て
い
る

大
切
な
公
共
事
業
と
思
う
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

議会報告


